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く〉 アメリブJの雑誌の投稿規定を読むと， 原稿を CBE 
Style Manualに従って作製するように記載されている
場合がかなりあります。その Style Manualを入手し
て読む機会がありましたので参考までに一部を紹介して
見ます。まず冒頭の Introductionは次の通りです。 
A written report of the results is an in-
tegral part of your sesearch. To yourself 
and your readers you owe accurate，clear 
and concise writing. To the journal that 
publishes your manuscript you owe brevity; 
printing costs are high and competition for 
space is keen. 
私はこの文章を読んで，readersという語に注意を引
きつけられました。さらに次のような文も見られます。 
You are now faced with the task of dicid-
ing how best to present this material to the 
reader as evidence to support your conclu-
slOns. 
本誌のように読者が特定の領域の専門家に限定されて
いない場合には， それなりの注意が必要かと思われま
す。
研究が一段落するとまず学会に発表し，それでおしま
いという場合が多いのでわないでしょうか。 
Having completed your research，assembled 
your supporting evidence，and outlined your 
article，you should be ready to begin the 
writing，a highly individual process. 
Style Manualには論文作製上の細かな注意が盛り込
まれていますから一読を勧めたいと思います。
く〉 本号の総説は大阪大学微生物病研究所の山田助教授
にお願いしました。山田博士は昨年の 11月， 本学の記
念講堂で聞かれた日本薬学会主催の「第 2回微生物をめ
ぐる 3分子生物学とその薬治領域における応用シンポジ
ウム」に参加して発表されました。その折，阪大でのク
ラスメートである微生物学教室の三木助教授を尋ねて教
室に立ち寄られましたので，早速専門の研究領域につい
ての総説をお願いし，本号の巻頭を飾ることができたわ
けです。ここに山田博士に深甚の謝意を表します。
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